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第１章 人口ビジョン策定の目的・背景 

 

１．日本の人口の現状と人口ビジョン策定の目的 

 

平成 20（2008）年に始まった日本の人口減少は、今後若年人口の減少と老年人口の

増加を伴いながら加速度的に進行し、2040 年代には毎年 100 万人程度の減少スピー

ドになると推計されています。 

特に、生産年齢人口の減少による経済規模の縮小、高齢者の増加による社会保障費の

増加など、人口減少は経済社会にも大きな影響を及ぼすこととなります。 

 

■我が国の人口の推移と長期的な見通し 

 

資料：まち・ひと・しごと創生長期ビジョンより[内閣府] 

 

この現状を打破すべく、政府は平成 26（2014）年 12 月に、国と地方が総力を挙げ

て地方創生・人口減少克服に取り組むうえでの指針となる「まち・ひと・しごと創生長

期ビジョン」および、地方創生のための施策の基本的方向や具体的な施策をまとめた「ま

ち・ひと・しごと創生総合戦略」を閣議決定しました。 

本市においてもこれを受け、人口の現状を分析するとともに、今後目指すべき方向を

示す「稚内市人口ビジョン」を策定します。 
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２．北海道の人口の現状 

 

北海道の人口は、平成 10（1998）年の約 570 万人をピークに減少傾向が続いてお

り、平成 22（2010）年の国勢調査人口は約 551 万人まで減少しています。 

さらに現状の人口動態が今後も続いた場合、国勢調査および国立社会保障・人口問題

研究所の調査を基に推計すると、平成 72（2060）年には約 308 万人まで人口が減少

することが予測されています。 

年齢 3 区分別の人口でみると、1990 年代まで生産年齢人口（15～64 歳）の増加が

続いていましたが、1990 年代後半から減少に転じています。年少人口（15 歳未満）

は 1950 年後半から減少を続けており、1990 年代後半には増加を続ける高齢者人口

（65 歳以上）が年少人口を逆転し、少子高齢化が進展しています。 

 

■北海道の人口の推移 

 

資料：北海道人口ビジョン（素案）より 

 

  

高齢者人口が 
年少人口を逆転 

平成 10（1998）年 
人口のピーク（約 570 万人） 
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３．稚内市人口ビジョンの位置づけ 

 

稚内市人口ビジョンは、国の「まち・ひと・しごと創生長期ビジョン」の趣旨を尊重

し、本市における人口の現状分析を行い、人口に関する市民の認識を共有し、今後目指

すべき将来の方向と人口の将来展望を示すものです。 

稚内市が、人口減少対策として地域や地元企業、各種団体と連携して取り組む施策や

政策目標を定める「稚内市まち・ひと・しごと創生総合戦略」の策定にあたり、基礎資

料となるだけでなく、本市固有のさまざまな課題への解決に向けた資料となるよう策定

するものです。 

 

 

４．稚内市人口ビジョンの計画期間 

 

本市の最上位計画である第４次稚内市総合計画は、将来像を「人が行き交う環境都市

わっかない」として平成 30（2018）年度までの計画として策定しています。しかし、

人口減少という課題解決を図るためには長期的な視点が必要である点から、稚内市人口

ビジョンにおいても、国の長期ビジョンと同じ平成 72（2060）年までを計画期間とし

ます。 
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第２章 人口の現状分析 

 

１．総人口の推移 

（１）総人口と世帯数 

国勢調査による本市の総人口は、昭和 50 年の 55,464 人をピークに減少傾向に転じて

おり、平成 26 年の住民基本台帳人口は 36,945 人まで減少しています。 

世帯数は、昭和 55 年までは増加傾向でしたが、以降は概ね横ばいから微増傾向となって

います。世帯あたり人員は、昭和 30 年の 5.36 人から平成 26 年には 2.01 人まで減少し、

核家族化が進行していることがうかがえます。 

■総人口および世帯の推移 

 

資料：平成 22 年まで 国勢調査、平成 26 年 住民基本台帳（10 月 1 日現在） 
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（２）全国・北海道との比較 

本市の総人口は昭和 50 年のピークから 5 年単位でみると 3～7%のペースで減少してい

ます。 

昭和 50 年の総人口を 100 として、本市および全国・北海道の人口を指数で比較すると、

全国・北海道ともに平成 26 年までは昭和 50 年の総人口を上回って推移していますが、本

市は昭和 50 年以降減少を続けており、平成 26 年には 67 まで減少しています。 

 

■人口減少率の比較 

 全国 北海道 稚内市 

 総人口 
増減人数

（人） 

増減率

（％） 
総人口 

増減人数

（人） 

増減率

（％） 
総人口 

増減人数

（人） 

増減率

（％） 

昭和 30 年 90,076,594 - - 4,773,087 - - 44,751 - - 

昭和 35 年 94,301,623 4,225,029 4.7% 5,039,206 266,119 5.6% 51,113 6,362 14.2% 

昭和 40 年 99,209,137 4,907,514 5.2% 5,171,800 132,594 2.6% 51,539 426 0.8% 

昭和 45 年 104,665,171 5,456,034 5.5% 5,184,287 12,487 0.2% 54,493 2,954 5.7% 

昭和 50 年 111,939,643 7,274,472 7.0% 5,338,206 153,919 3.0% 55,464 971 1.8% 

昭和 55 年 117,060,396 5,120,753 4.6% 5,575,989 237,783 4.5% 53,471 -1,993 -3.6% 

昭和 60 年 121,048,923 3,988,527 3.4% 5,679,439 103,450 1.9% 51,854 -1,617 -3.0% 

平成 2 年 123,611,167 2,562,244 2.1% 5,643,647 -35,792 -0.6% 48,232 -3,622 -7.0% 

平成 7 年 125,570,246 1,959,079 1.6% 5,692,321 48,674 0.9% 45,754 -2,478 -5.1% 

平成 12 年 126,925,843 1,355,597 1.1% 5,683,062 -9,259 -0.2% 43,774 -1,980 -4.3% 

平成 17 年 127,767,994 842,151 0.7% 5,627,737 -55,325 -1.0% 41,592 -2,182 -5.0% 

平成 22 年 128,057,352 289,358 0.2% 5,506,419 -121,318 -2.2% 39,595 -1,997 -4.8% 

平成 26 年 128,226,483 169,131 0.1% 5,437,988 -68,431 -1.2% 36,945 -2,650 -6.7% 

資料：平成 22 年まで 国勢調査、平成 26 年 住民基本台帳（10 月 1 日現在、全国のみ平成 27 年 1 月 1 日） 

 

■稚内市の総人口ピーク時（昭和 50 年）を 100 とした人口指数 

 

資料：平成 22 年まで 国勢調査、平成 26 年 住民基本台帳（10 月 1 日現在、全国のみ平成 27 年 1 月 1 日）  
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２．稚内市の人口構造 

（１）年齢３区分別人口の推移 

年少人口（15 歳未満）は昭和 35 年の 17,723 人から減少傾向にあり、平成 26 年に

は 4,420 人まで減少しています。 

生産年齢人口（15～64 歳）は昭和 50 年のピークから減少傾向にあり、平成 26 年に

は 22,269 人でピーク時と比べて約 40％減少しています。 

高齢者人口（65 歳以上）は増加を続けており、総人口に占める割合でみると平成 12 年

に年少人口の割合を超え、平成 26 年には 27.8%まで上昇しています。 

 

■年齢３区分別人口の推移 

 
資料：平成 22 年まで：国勢調査、平成 26 年：住民基本台帳（10 月 1 日現在） 

※総人口は年齢丌詳を含む（昭和 50 年：年齢丌詳 6 人） 

 

■年齢３区分別人口割合の推移 

 

資料：平成 22 年まで 国勢調査、平成 26 年 住民基本台帳（10 月 1 日現在） 
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（２）５歳階級別人口の推移 

5 歳階級別人口をみると、昭和 60 年は第１次ベビーブームの影響により 35～39 歳が

最も人数が多く、次いで 10～14 歳の人数が多い人口構造となっていました。 

昭和 60 年から 30 年を経た平成 26 年は、少子化や寿命の延伸の影響により、人口ピラ

ミッドでみると、60～64 歳の人口が最も多い樽型の人口構造に変化しています。 

 

■５歳階級別人口、人口比の推移 

  
昭和 60 年 

（1985 年） 

平成 12 年 

（2000 年） 

平成 26 年 

（2014 年） 

  総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 

総数 51,854 25,483 26,371 43,774 21,658 22,116 36,945 18,042 18,903 

0～4 歳 
人数(人) 3,473 1,795 1,678 1,819 914 905 1,407 737 670 

総人口比 6.7% 7.0% 6.4% 4.2% 4.2% 4.1% 3.8% 4.1% 3.5% 

5～9 歳 
人数(人) 3,778 1,912 1,866 2,080 1,078 1,002 1,478 770 708 

総人口比 7.3% 7.5% 7.1% 4.8% 5.0% 4.5% 4.0% 4.3% 3.7% 

10～14 歳 
人数(人) 4,449 2,272 2,177 2,378 1,180 1,198 1,535 763 772 

総人口比 8.6% 8.9% 8.3% 5.4% 5.4% 5.4% 4.2% 4.2% 4.1% 

15～19 歳 
人数(人) 3,552 1,691 1,861 2,346 1,204 1,142 1,394 699 695 

総人口比 6.9% 6.6% 7.1% 5.4% 5.6% 5.2% 3.8% 3.9% 3.7% 

20～24 歳 
人数(人) 3,064 1,525 1,539 2,318 1,213 1,105 1,473 739 734 

総人口比 5.9% 6.0% 5.8% 5.3% 5.6% 5.0% 4.0% 4.1% 3.9% 

25～29 歳 
人数(人) 3,730 1,888 1,842 3,087 1,700 1,387 1,702 896 806 

総人口比 7.2% 7.4% 7.0% 7.1% 7.8% 6.3% 4.6% 5.0% 4.3% 

30～34 歳 
人数(人) 4,277 2,101 2,176 2,767 1,369 1,398 2,015 1,051 964 

総人口比 8.2% 8.2% 8.3% 6.3% 6.3% 6.3% 5.5% 5.8% 5.1% 

35～39 歳 
人数(人) 4,757 2,314 2,443 2,887 1,473 1,414 2,384 1,245 1,139 

総人口比 9.2% 9.1% 9.3% 6.6% 6.8% 6.4% 6.5% 6.9% 6.0% 

40～44 歳 
人数(人) 3,905 1,902 2,003 2,909 1,499 1,410 2,656 1,443 1,213 

総人口比 7.5% 7.5% 7.6% 6.6% 6.9% 6.4% 7.2% 8.0% 6.4% 

45～49 歳 
人数(人) 3,914 1,908 2,006 3,583 1,862 1,721 2,470 1,279 1,191 

総人口比 7.5% 7.5% 7.6% 8.2% 8.6% 7.8% 6.7% 7.1% 6.3% 

50～54 歳 
人数(人) 3,755 1,995 1,760 3,907 1,976 1,931 2,451 1,307 1,144 

総人口比 7.2% 7.8% 6.7% 8.9% 9.1% 8.7% 6.6% 7.2% 6.1% 

55～59 歳 
人数(人) 2,938 1,516 1,422 3,171 1,523 1,648 2,552 1,278 1,274 

総人口比 5.7% 5.9% 5.4% 7.2% 7.0% 7.5% 6.9% 7.1% 6.7% 

60～64 歳 
人数(人) 2,106 975 1,131 2,970 1,390 1,580 3,172 1,515 1,657 

総人口比 4.1% 3.8% 4.3% 6.8% 6.4% 7.1% 8.6% 8.4% 8.8% 

65～69 歳 
人数(人) 1,536 632 904 2,657 1,315 1,342 2,890 1,351 1,539 

総人口比 3.0% 2.5% 3.4% 6.1% 6.1% 6.1% 7.8% 7.5% 8.1% 

70～74 歳 
人数(人) 1,174 511 663 2,079 940 1,139 2,447 1,047 1,400 

総人口比 2.3% 2.0% 2.5% 4.7% 4.3% 5.2% 6.6% 5.8% 7.4% 

75～79 歳 
人数(人) 798 318 480 1,375 548 827 2,135 918 1,217 

総人口比 1.5% 1.2% 1.8% 3.1% 2.5% 3.7% 5.8% 5.1% 6.4% 

80～84 歳 
人数(人) 408 145 263 813 278 535 1,518 640 878 

総人口比 0.8% 0.6% 1.0% 1.9% 1.3% 2.4% 4.1% 3.5% 4.6% 

85～89 歳 
人数(人) 189 68 121 447 145 302 839 279 560 

総人口比 0.4% 0.3% 0.5% 1.0% 0.7% 1.4% 2.3% 1.5% 3.0% 

90 歳以上 
人数(人) 51 15 36 181 51 130 427 85 342 

総人口比 0.1% 0.1% 0.1% 0.4% 0.2% 0.6% 1.2% 0.5% 1.8% 

資料：昭和 60 年及び平成 12 年 国勢調査、平成 26 年 住民基本台帳（10 月 1 日現在）  
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稚内市人口ビジョン 

■人口ピラミッド 
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稚内市人口ビジョン 

３．地区別人口 

（１）地区別人口の推移 

本市の各地区別の人口は、稚内南中学校周辺地区が最も多く、平成 26 年は総人口のうち

29.6%を占めています。近年の総人口の減少に伴って、各地区とも人口は減少傾向にあり

ますが、宗谷地区は人口が増加しています。 

■地区名と行政区の対応 

地区名 区域 

潮見が丘中学校周辺地区 富岡１～６丁目、萩見４～５丁目、朝日１～６丁目、新光町、若葉台 

稚内中学校周辺地区 
中央１～５丁目、宝来１～５丁目、恵比須１～５丁目、開運１～２丁目、 
ノシャップ１～５丁目 

稚内南中学校周辺地区 
末広１～２丁目、新末広、緑１～６丁目、大黒１～４(１～７番)丁目、 
こまどり１～５丁目、港１～５丁目、新港町 

稚内東中学校周辺地区 
末広３～５丁目、潮見１～５丁目、大黒４(８番)～５丁目、萩見１～３丁目、 
栄１～５丁目、はまなす１～５丁目、声問１～５丁目、メクマ 

富士見・西浜地区 富士見１～５丁目、西浜１～４丁目 

抜海・勇知地区 
抜海、クトネベツ、メメナイ、勇知、オネトマナイ、ユークル、上勇知、 
サラキトマナイ 

天北地区 
沼川、曲渕、川西、川南、開進、樺岡、上豊別、下豊別、上声問、天興、 
曙、増幌、恵北 

宗谷地区 宗谷、清浜、宗谷岬、峰岡、富磯、東浦 

■地区別人口の推移 

 

 平成 21 年 

（2009 年） 

平成 22 年 

（2010 年） 

平成 23 年 

（2011 年） 

平成 24 年 

（2012 年） 

平成 25 年 

（2013 年） 

平成 26 年 

（2014 年） 

総人口  39,294 38,945 38,362 38,066 37,404 36,945 

潮見が丘中学校周辺地区 人口(人) 7,842 7,906 7,862 7,793 7,727 7,639 

 総人口比 20.0% 20.3% 20.5% 20.5% 20.7% 20.7% 

稚内中学校周辺地区 人口(人) 6,747 6,630 6,408 6,344 6,218 6,072 

 総人口比 17.2% 17.0% 16.7% 16.7% 16.6% 16.4% 

稚内南中学校周辺地区 人口(人) 11,704 11,552 11,442 11,345 11,150 10,954 

 総人口比 29.8% 29.7% 29.8% 29.8% 29.8% 29.6% 

稚内東中学校周辺地区 人口(人) 9,775 9,724 9,600 9,546 9,356 9,307 

 総人口比 24.9% 25.0% 25.0% 25.1% 25.0% 25.2% 

富士見・西浜地区 人口(人) 684 666 632 595 556 592 

 総人口比 1.7% 1.7% 1.6% 1.6% 1.5% 1.6% 

抜海・勇知地区 人口(人) 500 491 463 461 428 410 

 総人口比 1.3% 1.3% 1.2% 1.2% 1.1% 1.1% 

天北地区 人口(人) 928 882 874 856 835 831 

 総人口比 2.4% 2.3% 2.3% 2.2% 2.2% 2.2% 

宗谷地区 人口(人) 1,114 1,094 1,081 1,126 1,134 1,140 

 総人口比 2.8% 2.8% 2.8% 3.0% 3.0% 3.1% 

資料：住民基本台帳（各年 10 月１日現在）  
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稚内市人口ビジョン 

（２）年齢３区分別人口の推移 

■潮見が丘中学校周辺地区 

《年齢３区分別人口》         《年齢３区分別人口割合》 

  

 

■稚内中学校周辺地区 

《年齢３区分別人口》         《年齢３区分別人口割合》 

  

 

■稚内南中学校周辺地区 

《年齢３区分別人口》         《年齢３区分別人口割合》 
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稚内市人口ビジョン 

■稚内東中学校周辺地区 

《年齢３区分別人口》         《年齢３区分別人口割合》 

  

 

■富士見・西浜地区 

《年齢３区分別人口》         《年齢３区分別人口割合》 

  

 

■抜海・勇知地区 

《年齢３区分別人口》         《年齢３区分別人口割合》 
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■天北地区 

《年齢３区分別人口》         《年齢３区分別人口割合》 

  

 

■宗谷地区 

《年齢３区分別人口》         《年齢３区分別人口割合》 

  

 

資料：住民基本台帳（各年 10 月１日現在） 
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４．人口動態 

（１）自然動態（出生・死亡）の推移 

自然動態の推移をみると、出生数は年によってばらつきはあるものの、概ね減少傾向にあ

ります。一方、死亡数は昭和 33 年以降横ばい傾向が続いていましたが、平成 2 年頃から

は増加傾向となっており、平成 15 年に出生数よりも死亡数が上回って以降、自然減が続い

ています。 

 

資料：住民基本台帳移動報告（各年 12 月 31 日現在） 

（２）社会動態（転入・転出）の推移 

社会動態の推移をみると、昭和 33 年以降は転入・転出ともに増加傾向にあり、また、転

入数が転出数を上回る転入超過の状況が続いていました。昭和 44 年に転出数が大幅に増加

し、転出超過に転じてからは社会減が続いています。 

 

資料：住民基本台帳移動報告（各年 12 月 31 日現在）  
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稚内市人口ビジョン 

 

（３）人口動態の年次推移 

自然増減を横軸、社会増減を縦軸として、年次の人口動態の推移をグラフ化したものが下

図となります。 

昭和 33 年から昭和 43 年までは自然増かつ社会増の状況でしたが、昭和 44 年からは転

出増による社会減に転じ、自然減も相まって昭和 52 年から人口減少に突入しました。 

以降は、出生数の減少に伴って徐々に自然増が少なくなり、平成 15 年には自然減・社会

減の状況となっています。 

 

 

資料：住民基本台帳移動報告（各年 12 月 31 日現在） 

  

昭和33年
昭和34年

昭和35年

昭和36年

昭和37年

昭和39年

昭和41年

昭和45年

昭和46年

昭和47年昭和51年

昭和52年

昭和54年

昭和58年

昭和61年

昭和63年

平成2年

平成3年

平成4年

平成5年

平成6年

平成7年

平成8年

平成15年

平成20年

平成22年

平成25年

平成26年

-2,000

-1,500

-1,000

-500

0

500

1,000

1,500

-400 -200 0 200 400 600 800 1,000

社会増減（人）

自然増減

（人）

自然増

社会増

自然増

社会減

自然減

社会増

自然減

社会減

 

人
口

減 

 

人
口

増 



 

 

 

  

17 

 

稚内市人口ビジョン 

 

（４）人口動態と自然増減・社会増減の影響度 

平成 25 年度における自然増加率（総人口に占める自然増減の割合）と社会増加率（総人

口に占める社会増減の割合）を近隣町村と比較したものが下図となります。 

本市は左下に位置づけられ、自然増加率・社会増加率ともにマイナスとなっています。近

隣町村との比較では、自然増加率は-0.5 程度で枝幸町や浜頓別町と同程度、社会増加率は

-1.5 弱で利尻町や礼文町と並んでいます。平成 25 年度の本市は、社会増加率のマイナス

割合が大きく、自然増減よりも社会増減の影響を大きく受けていると考えられます。 

 

資料：住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数調査（平成 26 年 3 月 31 日現在） 
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稚内市人口ビジョン 

 

（５）５歳階級別人口移動の推移 

本市への転入は、男女ともに 20～29 歳が多く、30～54 歳までは主に男性の転入が多

くなっています。本市からの転出は 15～19 歳で大きく増加し、20～39 歳までは 200

人前後の転出者数となっています。 

転入者数から転出者数を引いた純移動数をみると、20～29 歳を除いた年齢階級で転出

超過となっており、特に 15～19 歳は進学や就職を理由とした大幅な転出超過となってい

ます。20～29 歳は U ターンと考えられる転入超過となっており、今後この世代の転入者

数を増やすことが課題となります。 

■年齢階級別転入者数（平成 24 年） 

 

■年齢階級別転出者数（平成 24 年） 

 

■年齢階級別純移動数（平成 24 年） 

 

資料：住民基本台帳人口移動報告  
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稚内市人口ビジョン 

 

■年齢階級別転入者数（平成 25 年） 

 

■年齢階級別転出者数（平成 25 年） 

 

■年齢階級別純移動数（平成 25 年） 

 

資料：住民基本台帳人口移動報告 
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稚内市人口ビジョン 

 

（６）転入者・転出者の住所地 

平成 24 年、平成 25 年における、本市への転入元および本市からの転出先の住所地は、

下表の通りとなっています。 

転入元・転出先ともに札幌市が最も多く、大幅な転出超過となっています。宗谷総合振興

局管内では多くの町村に対して転入超過となっており、宗谷総合振興局管内の人口が稚内市

に集まっている傾向がみられます。北海道外の市町村を対象とする転入・転出はやや転出超

過となっています。 

 

■北海道内における転入者・転出者の住所地別人数 

 

資料：住民基本台帳人口移動報告  

平成24年（人） 平成25年（人）

転入 転出 増減 転入 転出 増減

  全        国 1,454 1,896 -442 1,484 1,955 -471

　北    海     道 1,200 1,607 -407 1,233 1,673 -440

　　札    幌    市 387 592 -205 334 576 -242

　　函    館    市 21 41 -20 29 34 -5

　　小    樽    市 29 38 -9 19 51 -32

　　旭    川    市 134 225 -91 135 228 -93

　　室    蘭    市 18 27 -9 16 27 -11

　　釧    路    市 33 36 -3 33 46 -13

　　帯    広    市 22 27 -5 26 21 5

　　北    見    市 28 25 3 31 39 -8

　　網    走    市 22 22 0 28 30 -2

　　留    萌    市 29 49 -20 36 24 12

　　苫  小  牧  市 12 20 -8 12 23 -11

　　江    別    市 18 22 -4 22 36 -14

　　名    寄    市 25 34 -9 31 29 2

　　千    歳    市 34 45 -11 21 47 -26

　　石 狩 振 興 局 3 9 -6 7 5 2

　　渡島総合振興局 8 12 -4 12 3 9

　　檜 山 振 興 局 7 9 -2 14 16 -2

　　後志総合振興局 17 17 0 15 23 -8

　　空知総合振興局 5 2 3 8 14 -6

　　上川総合振興局 20 32 -12 23 31 -8

　　留 萌 振 興 局 27 19 8 17 28 -11

　　宗谷総合振興局 159 115 44 209 169 40

　　　　猿    払    村 20 18 2 19 22 -3

　　　　浜  頓  別  町 20 20 0 13 18 -5

　　　　中  頓  別  町 1 2 -1 8 3 5

　　　　枝    幸    町 18 10 8 20 18 2

　　　　豊    富    町 30 22 8 63 53 10

　　　　礼    文    町 31 20 11 21 13 8

　　　　利    尻    町 17 8 9 20 14 6

　　　　利 尻 富 士 町 7 3 4 24 14 10

　　　　幌    延    町 15 12 3 21 14 7

　　ｵﾎｰﾂｸ総合振興局 13 19 -6 21 12 9

　　胆振総合振興局 1 5 -4 0 3 -3

　　日 高 振 興 局 5 10 -5 18 19 -1

　　十勝総合振興局 4 14 -10 21 13 8

　　釧路総合振興局 5 5 0 1 3 -2

　　根 室 振 興 局 4 6 -2 7 12 -5

　北海道外 254 289 -35 251 282 -31
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稚内市人口ビジョン 

 

５．結婚と出産 

（１）年齢階級別未婚率 

男女ともに、各年齢階級の未婚率は概ね上昇している傾向にあります。 

年齢階級別にみると、男性は 30～34 歳まで順次未婚率が下がっていきますが、35 歳

以降は未婚率はあまり下がらない傾向にあります。 

女性は、25～29 歳および 30～34 歳で未婚率が下がり、35 歳以降の未婚率は大きく

変わらない傾向にあります。 

 

■男性の年齢階級別未婚率 

 

 
資料：国勢調査の配偶関係情報から計算 

■女性の年齢階級別未婚率 

 

資料：国勢調査の配偶関係情報から計算  
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稚内市人口ビジョン 

（２）未婚率の全国・北海道との比較 

年齢階級別の平成 26 年の未婚率を全国・北海道と比較すると、男性の未婚率は 35 歳未

満は全国・北海道と同等かやや低い状況ですが、35 歳を超えると未婚率は全国・北海道よ

りも高くなっています。 

女性は、40 歳未満、特に 30～34 歳は全国・北海道よりも未婚率が大幅に低い状況と

なっており、40 歳以上は全国とほぼ同等の未婚率となっています。 

 

■20～24 歳の未婚率 

《男性》                《女性》 

  

■25～29 歳の未婚率 

《男性》                《女性》 

  

■30～34 歳の未婚率 

《男性》                《女性》 
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稚内市人口ビジョン 

 

■35～39 歳の未婚率 

《男性》                《女性》 

  

 

■40～44 歳の未婚率 

《男性》                《女性》 

  

 

■45～49 歳の未婚率 

《男性》                《女性》 

  

 

資料：国勢調査の配偶関係情報から計算 
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（３）初婚年齢の推移 

5 歳階級別の未婚率から計算で求めた初婚年齢は、全国・北海道ともに年を追うごとに上

昇し、晩婚化が進んでいます。 

本市の男性の初婚年齢は、概ね北海道と同等の推移となっていますが、女性は全国・北海

道よりも低く推移しており、平成 22 年には初婚年齢が下がっています。 

 

■男性の初婚年齢 

 

 

■女性の初婚年齢 

 

資料：国勢調査の配偶関係情報から計算 
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（４）合計特殊出生率の推移 

合計特殊出生率（１人の女性が一生の間に産む子どもの平均数）は、全国・北海道ともに

減少傾向にありましたが、平成 15～19 年以降は上昇に転じています。 

本市は、昭和 58～62 年の 1.81 から減少傾向にありましたが、平成 5～9 年の 1.41

以降は増加に転じ、平成 20～24 年には 1.45 となっています。 

人口が増加に転じる合計特殊出生率が 2.07 であることから、合計特殊出生率は現時点で

はまだ低く、今後も少子高齢化が進むと考えられます。 

また、近隣町村との比較では、本市はほぼ中位で推移しています。 

 

■合計特殊出生率の推移（全国・北海道との比較） 

 

資料：人口動態統計特殊報告 

■合計特殊出生率の推移（宗谷総合振興局管内での比較） 

 

資料：人口動態統計特殊報告 
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６．産業と就労 

 

（１）産業別就業者数の推移 

産業別就業者数の推移は、いずれの産業も減少傾向にあり、特に第一次産業、第二次産業

の減少が大きくなっています。 

平成 22 年の産業別の就業者構成比は、全国・北海道との比較では第一次産業の割合が高

くなっています。 

 

■産業別就業者数 

 

資料：国勢調査 

■産業別就業者構成比 

 
資料：国勢調査（平成 22 年） 
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（２）産業別の就業者数と特化係数 

平成 22 年の国勢調査による産業別の就業者数は、男性は「建設業」、「卸売業、小売業」、

「公務（他に分類されるものを除く）」の順に多くなっており、女性は「卸売業、小売業」、

「医療、福祉」、「製造業」の順となっています。 

就業者比率を全国と比較した特化係数をみると、男女ともに「漁業」が突出して高くなっ

ています。 

 

 

 

資料：国勢調査（平成 22 年） 
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（３）産業別年齢階級別人口割合 

平成 22 年の国勢調査による産業別の年齢階級別人口割合をみると、60 歳以上の割合が

高い産業は、「漁業」（43.5%）、「鉱業、採石業、砂利採取業」（42.9%）となっており、

就業者の高齢化が懸念されます。 

 

 

資料：国勢調査（平成 22 年） 
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（４）女性の年齢階級別就業率 

平成 22 年の国勢調査による、女性の年齢階級別就業率は、25～49 歳の年齢で全国・

北海道よりも低くなっています。特に、25～34 歳で就業率が低くなっており、この年代

の本市女性の婚姻率が高いことが関係していると考えられます。 

 

 

資料：国勢調査（平成 22 年） 
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第３章 将来人口推計 

 

１．人口推計 

（１）国立社会保障・人口問題研究所準拠推計 

■推計の条件 

基準人口 平成 22 年国勢調査人口 

将来の生存率 
「日本の将来推計人口（平成 24 年 1 月推計）」（出生中位・死亡中位仮定）から

得られる全国の男女・年齢別生残率を利用。 

将来の純移動率 

平成 17（2005）～22（2010）年に観察された市区町村別・男女年齢別純移動

率を平成 27（2015）～32（2020）年にかけて定率で縮小させ、平成 27（2015）

～32（2020）年以降の期間については縮小させた値を一定とする仮定を置いた。 

将来の子ども女性比 

平成 22（2010）年の全国の子ども女性比と各市区町村の子ども女性比との較差を

とり、その値を平成 27（2015）年以降平成 52（2040）年まで一定として市区

町村ごとに仮定値を設定。 

将来の 0-4 歳性比 

「日本の将来推計人口（平成 24 年 1 月推計）」（出生中位・死亡中位仮定）によ

り算出された全国の平成 27（2015）年以降平成 52（2040）年までの 0～4 歳

性比を各年次の仮定値として設定。 

■将来人口推計（５歳階級別） 

 

平成 22 年 

(2010 年) 

平成 32 年 

（2020 年） 

平成 42 年 

（2030 年） 

平成 52 年 

（2040 年） 

平成 62 年 

（2050 年） 

平成 72 年 

（2060 年） 

人数 人数 
対 2010

比 
人数 

対 2010

比 
人数 

対 2010

比 
人数 

対 2010

比 
人数 

対 2010

比 

総数 39,595 35,505 89.7% 30,983 78.2% 26,337 66.5% 21,884 55.3% 17,896 45.2% 

0～4 歳 1,554 1,155 74.3% 942 60.6% 804 51.8% 639 41.1% 503 32.4% 

5～9 歳 1,651 1,305 79.0% 984 59.6% 842 51.0% 691 41.8% 538 32.6% 

10～14 歳 1,602 1,408 87.9% 1,062 66.3% 867 54.1% 740 46.2% 588 36.7% 

15～19 歳 1,705 1,465 85.9% 1,176 69.0% 887 52.0% 759 44.5% 622 36.5% 

20～24 歳 1,630 1,381 84.7% 1,244 76.3% 937 57.5% 765 46.9% 653 40.1% 

25～29 歳 1,983 1,559 78.6% 1,397 70.4% 1,122 56.6% 845 42.6% 723 36.5% 

30～34 歳 2,416 1,610 66.6% 1,381 57.2% 1,245 51.5% 938 38.8% 765 31.7% 

35～39 歳 2,926 1,880 64.2% 1,501 51.3% 1,345 46.0% 1,079 36.9% 814 27.8% 

40～44 歳 2,568 2,276 88.6% 1,531 59.6% 1,314 51.2% 1,185 46.1% 893 34.8% 

45～49 歳 2,571 2,733 106.3% 1,771 68.9% 1,415 55.0% 1,267 49.3% 1,018 39.6% 

50～54 歳 2,661 2,378 89.3% 2,132 80.1% 1,437 54.0% 1,234 46.4% 1,112 41.8% 

55～59 歳 3,271 2,369 72.4% 2,540 77.7% 1,652 50.5% 1,321 40.4% 1,185 36.2% 

60～64 歳 3,394 2,391 70.5% 2,164 63.8% 1,944 57.3% 1,314 38.7% 1,129 33.3% 

65～69 歳 2,607 2,860 109.7% 2,108 80.9% 2,266 86.9% 1,479 56.7% 1,184 45.4% 

70～74 歳 2,484 2,908 117.1% 2,077 83.6% 1,896 76.3% 1,704 68.6% 1,153 46.4% 

75～79 歳 2,045 2,102 102.8% 2,347 114.7% 1,753 85.7% 1,880 91.9% 1,231 60.2% 

80～84 歳 1,359 1,753 129.0% 2,133 156.9% 1,544 113.6% 1,413 104.0% 1,267 93.3% 

85～89 歳 779 1,183 151.9% 1,308 167.9% 1,494 191.8% 1,120 143.8% 1,188 152.5% 

90 歳以上 389 789 202.8% 1,185 304.5% 1,573 404.5% 1,511 388.4% 1,330 341.9% 

0～14 歳 4,807 3,868 80.5% 2,988 62.2% 2,513 52.3% 2,070 43.1% 1,629 33.9% 

15～64 歳 25,125 20,042 79.8% 16,837 67.0% 13,298 52.9% 10,707 42.6% 8,914 35.5% 

65 歳以上 9,663 11,595 120.0% 11,158 115.5% 10,526 108.9% 9,107 94.2% 7,353 76.1% 
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■将来人口推計（年齢３区分別） 

 

■将来人口推計（年齢３区分別割合） 
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（２）日本創成会議準拠推計 

■推計の条件 

基準人口 平成 22 年国勢調査人口 

将来の生存率 （１）国立社会保障・人口問題研究所準拠推計と同じ 

将来の純移動率 
国立社会保障・人口問題研究所準拠推計の平成 22（2010）年から平成 27（2015）

年の純移動率が以降も継続する仮定を置いた。 

将来の子ども女性比 （１）国立社会保障・人口問題研究所準拠推計と同じ 

将来の 0-4 歳性比 （１）国立社会保障・人口問題研究所準拠推計と同じ 

■将来人口推計（５歳階級別） 

 

平成 22 年 

(2010 年) 

平成 32 年 

（2020 年） 

平成 42 年 

（2030 年） 

平成 52 年 

（2040 年） 

平成 62 年 

（2050 年） 

平成 72 年 

（2060 年） 

人数 人数 
対 2010

比 
人数 

対 2010

比 
人数 

対 2010

比 
人数 

対 2010

比 
人数 

対 2010

比 

総数 39,595 35,042 88.5% 29,377 74.2% 23,623 59.7% 18,460 46.6% 14,152 35.7% 

0～4 歳 1,554 1,136 73.1% 881 56.7% 702 45.2% 533 34.3% 393 25.3% 

5～9 歳 1,651 1,277 77.3% 912 55.2% 728 44.1% 559 33.8% 418 25.3% 

10～14 歳 1,602 1,375 85.9% 977 61.0% 739 46.2% 585 36.5% 444 27.7% 

15～19 歳 1,705 1,418 83.2% 1,055 61.9% 730 42.8% 579 33.9% 445 26.1% 

20～24 歳 1,630 1,335 81.9% 1,098 67.4% 747 45.8% 560 34.3% 443 27.2% 

25～29 歳 1,983 1,566 79.0% 1,300 65.6% 950 47.9% 649 32.7% 514 25.9% 

30～34 歳 2,416 1,598 66.1% 1,329 55.0% 1,092 45.2% 743 30.8% 557 23.0% 

35～39 歳 2,926 1,860 63.6% 1,467 50.2% 1,205 41.2% 879 30.0% 601 20.5% 

40～44 歳 2,568 2,250 87.6% 1,470 57.2% 1,208 47.0% 989 38.5% 673 26.2% 

45～49 歳 2,571 2,695 104.8% 1,685 65.5% 1,311 51.0% 1,073 41.7% 782 30.4% 

50～54 歳 2,661 2,351 88.4% 2,029 76.3% 1,309 49.2% 1,072 40.3% 878 33.0% 

55～59 歳 3,271 2,340 71.5% 2,416 73.9% 1,498 45.8% 1,162 35.5% 952 29.1% 

60～64 歳 3,394 2,354 69.4% 2,054 60.5% 1,748 51.5% 1,127 33.2% 922 27.2% 

65～69 歳 2,607 2,828 108.5% 2,002 76.8% 2,040 78.2% 1,263 48.4% 982 37.7% 

70～74 歳 2,484 2,885 116.2% 1,987 80.0% 1,732 69.7% 1,467 59.1% 948 38.2% 

75～79 歳 2,045 2,081 101.8% 2,255 110.2% 1,606 78.5% 1,630 79.7% 1,012 49.5% 

80～84 歳 1,359 1,723 126.8% 2,036 149.8% 1,393 102.6% 1,217 89.5% 1,029 75.7% 

85～89 歳 779 1,181 151.6% 1,255 161.1% 1,372 176.2% 980 125.8% 985 126.4% 

90 歳以上 389 789 202.8% 1,169 300.5% 1,513 388.9% 1,393 358.1% 1,174 302.0% 

0～14 歳 4,807 3,788 78.8% 2,770 57.6% 2,169 45.1% 1,677 34.9% 1,255 26.1% 

15～64 歳 25,125 19,767 78.7% 15,903 63.3% 11,798 47.0% 8,833 35.2% 6,767 26.9% 

65 歳以上 9,663 11,487 118.9% 10,704 110.8% 9,656 99.9% 7,950 82.3% 6,130 63.4% 
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■将来人口推計（年齢３区分別） 

 

■将来人口推計（年齢３区分別割合） 
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（３）稚内市独自仮定による推計 

■推計の条件 

基準人口 平成 26 年 10 月 1 日現在住民基本台帳人口 

将来の生存率 （１）国立社会保障・人口問題研究所準拠推計と同じ 

将来の純移動率 
平成 21（2009）～26（2014）年に観察された市区町村別・男女年齢別純移動

率が平成 27（2015）年以降の期間についても一定とする仮定を置いた。 

将来の子ども女性比 （１）国立社会保障・人口問題研究所準拠推計と同じ 

将来の 0-4 歳性比 （１）国立社会保障・人口問題研究所準拠推計と同じ 

■将来人口推計（５歳階級別） 

 
平成 22 年 

(2010 年) 

平成 26 年 

（2014 年） 

平成 32 年 

（2020 年） 

平成 42 年 

（2030 年） 

平成 52 年 

（2040 年） 

平成 62 年 

（2050 年） 

平成 72 年 

（2060 年） 

人数 人数 対2010比 人数 対2010比 人数 対2010比 人数 対2010比 人数 対2010比 人数 対2010比 

総数 39,595 36,945 93.3% 33,478 84.6% 27,295 68.9% 21,349 53.9% 16,369 41.3% 12,369 31.2% 

0～4 歳 1,554 1,407 90.5% 1,227 79.0% 850 54.7% 677 43.6% 503 32.4% 365 23.5% 

5～9 歳 1,651 1,478 89.5% 1,289 78.1% 926 56.1% 712 43.1% 541 32.8% 395 23.9% 

10～14 歳 1,602 1,535 95.8% 1,260 78.6% 1,008 62.9% 699 43.6% 557 34.8% 413 25.8% 

15～19 歳 1,705 1,394 81.8% 1,320 77.4% 1,008 59.1% 723 42.4% 556 32.6% 423 24.8% 

20～24 歳 1,630 1,473 90.4% 1,040 63.8% 827 50.7% 663 40.7% 460 28.2% 366 22.5% 

25～29 歳 1,983 1,702 85.8% 1,528 77.1% 1,088 54.9% 831 41.9% 598 30.1% 459 23.1% 

30～34 歳 2,416 2,015 83.4% 1,693 70.1% 1,161 48.1% 922 38.2% 739 30.6% 512 21.2% 

35～39 歳 2,926 2,384 81.5% 1,858 63.5% 1,450 49.5% 1,039 35.5% 792 27.1% 570 19.5% 

40～44 歳 2,568 2,656 103.4% 2,058 80.1% 1,491 58.1% 1,023 39.8% 812 31.6% 651 25.3% 

45～49 歳 2,571 2,470 96.1% 2,550 99.2% 1,627 63.3% 1,271 49.4% 910 35.4% 694 27.0% 

50～54 歳 2,661 2,451 92.1% 2,318 87.1% 1,878 70.6% 1,361 51.1% 933 35.1% 741 27.9% 

55～59 歳 3,271 2,552 78.0% 2,314 70.7% 2,312 70.7% 1,476 45.1% 1,153 35.3% 826 25.3% 

60～64 歳 3,394 3,172 93.5% 2,234 65.8% 1,965 57.9% 1,591 46.9% 1,156 34.0% 795 23.4% 

65～69 歳 2,607 2,890 110.9% 2,699 103.5% 1,926 73.9% 1,918 73.6% 1,228 47.1% 960 36.8% 

70～74 歳 2,484 2,447 98.5% 2,797 112.6% 1,859 74.8% 1,636 65.9% 1,325 53.3% 961 38.7% 

75～79 歳 2,045 2,135 104.4% 2,032 99.4% 2,111 103.2% 1,512 73.9% 1,500 73.3% 963 47.1% 

80～84 歳 1,359 1,518 111.7% 1,707 125.6% 1,984 146.0% 1,314 96.7% 1,155 85.1% 934 68.7% 

85～89 歳 779 839 107.7% 1,086 139.4% 1,167 149.9% 1,199 153.9% 868 111.4% 853 109.5% 

90 歳以上 389 427 109.8% 468 120.3% 657 168.8% 782 201.0% 583 149.9% 488 125.4% 

0～14 歳 4,807 4,420 91.9% 3,776 78.5% 2,784 57.9% 2,088 43.4% 1,601 33.3% 1,173 24.4% 

15～64 歳 25,125 22,269 88.6% 18,913 75.3% 14,807 58.9% 10,900 43.4% 8,109 32.3% 6,037 24.0% 

65 歳以上 9,663 10,256 106.1% 10,789 111.6% 9,704 100.4% 8,361 86.5% 6,659 68.9% 5,159 53.4% 
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■将来人口推計（年齢３区分別） 

 

■将来人口推計（年齢３区分別割合） 
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２．推計結果の分析 

（１）総人口の比較 

各人口推計結果を平成 22（2010）年の総人口を 100 として各推計パターン別に指

数で示したものが下図となります。 

平成 21（2009）年から平成 26（2014）年の純移動率が今後も続くと仮定した「稚

内市独自仮定による推計」が人口の減少が最も大きく、平成 72（2060）年には総人口

が 12,369 人となる推計結果となっています。 

最も総人口が多かった推計は「国立社会保障・人口問題研究所準拠推計」で、転出超

過の減少により平成 72（2060）年には総人口が 17,896 人となる推計結果となって

います。 

 

■推計結果の比較（平成 22 年の総人口を 100 として指数化） 
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稚内市人口ビジョン 

 

■総人口と年齢３区分別割合の各推計結果比較 

  

平成 22 年 

（2010 年） 

平成 27 年 

（2015 年） 

平成 32 年 

（2020 年） 

平成 37 年 

（2025 年） 

平成 42 年 

（2030 年） 

平成 47 年 

（2035 年） 

平成 52 年 

（2040 年） 

平成 72 年 

（2060 年） 

①国立社会保

障・人口問題研

究所準拠推計 

総人口（人） 39,595 37,506 35,505 33,303 30,983 28,659 26,337 17,896 

年少人口(%) 12.1% 11.7% 10.9% 10.2% 9.6% 9.5% 9.5% 9.1% 

生産年齢人口(%) 63.5% 59.3% 56.4% 55.3% 54.3% 53.1% 50.5% 49.8% 

高齢者人口(%) 24.4% 29.0% 32.7% 34.5% 36.0% 37.4% 40.0% 41.1% 

75 歳以上人口(%) 11.5% 14.2% 16.4% 19.9% 22.5% 23.5% 24.2% 28.0% 

②日本創成会議

準拠推計 

総人口（人） 39,595 37,506 35,042 32,271 29,377 26,488 23,623 14,152 

年少人口(%) 12.1% 11.7% 10.8% 10.0% 9.4% 9.2% 9.2% 8.9% 

生産年齢人口(%) 63.5% 59.3% 56.4% 55.2% 54.1% 52.7% 49.9% 47.8% 

高齢者人口(%) 24.4% 29.0% 32.8% 34.8% 36.4% 38.1% 40.9% 43.3% 

75 歳以上人口(%) 11.5% 14.2% 16.5% 20.1% 22.9% 24.0% 24.9% 29.7% 

③稚内市独自仮

定による推計 

総人口（人） 39,595 36,384 33,478 30,402 27,295 24,256 21,349 12,369 

年少人口(%) 12.1% 11.8% 11.3% 10.8% 10.2% 9.8% 9.8% 9.5% 

生産年齢人口(%) 63.5% 59.4% 56.5% 55.2% 54.2% 53.3% 51.1% 48.8% 

高齢者人口(%) 24.4% 28.8% 32.2% 34.0% 35.6% 36.9% 39.2% 41.7% 

75 歳以上人口(%) 11.5% 13.8% 15.8% 19.2% 21.7% 22.3% 22.5% 26.2% 
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（２）人口増減率の比較 

平成 22（2010）年から平成 72（2060）年までの年齢３区分別の人口増減率は、

人口減少が最も大きい「③稚内市独自仮定による推計」では、年少人口は-75.6%、生産

年齢人口は-76.0%、高齢者人口は-46.6%となり、年少人口と生産年齢人口の減少率が

大きい推計結果となっています。 

また、20～39 歳の女性人口の増減率は-77.4%で、平成 22（2010）年の 1/4 程

度の人数になることが予測されており、本市の出生数に大きく影響を不えると考えられ

ます。 

 

■平成 22 年と平成 72 年の人数比較（単位：人） 

 
総人口 

年少人口 生産年齢 

人口 

高齢者 

人口 

20～39 歳 

女性人口  0～4 歳 

平成 22 年（2010 年） 39,595 4,807 1,554 25,125 9,663 4,244 

平成 72 年 

（2060 年） 

①国立社会保障・人口問

題研究所準拠推計 
17,896 1,629 503 8,914 7,353 1,461 

②日本創成会議準拠推計 14,152 1,255 393 6,767 6,130 1,071 

③稚内市独自仮定による推計 12,369 1,173 365 6,037 5,159 960 

 

■平成 22 年を基準とした平成 72 年人口の増減率 

 
総人口 

年少人口 生産年齢 

人口 

高齢者 

人口 

20～39 歳 

女性人口  0～4 歳 

平成 22 年 

（2010 年） 

から 

平成 72 年 

（2060 年） 

増減率 

①国立社会保障・人口問

題研究所準拠推計 
-54.8% -66.1% -67.6% -64.5% -23.9% -65.6% 

②日本創成会議準拠推計 -64.3% -73.9% -74.7% -73.1% -36.6% -74.8% 

③稚内市独自仮定による推計 -68.8% -75.6% -76.5% -76.0% -46.6% -77.4% 
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（３）人口減少段階の分析 

平成 22（2010）年の人口を 100 として、人口３区分別の人口推移をそれぞれ指数

化すると、稚内市独自仮定による推計では、高齢者人口は平成 32（2020）年を境に増

加から維持・微減の段階に入り、平成 42（2030）年以降は減少の段階に入っています。 

そのため、本市の人口減少段階は、平成 32（2020）年頃に「第２段階」、平成 42

（2030）年頃に「第３段階」に入ると推測されます。 

 

■年齢３区分別の人口推移と人口減少段階（稚内市独自仮定による推計） 

 

 

■本市の人口減少段階 

 

平成 22 年 
（2010 年） 

平成 27 年 
（2015 年） 

平成 32 年 
（2020 年） 

平成 37 年 
（2025 年） 

平成 42 年 
（2030 年） 

平成 47 年 
（2035 年） 

平成 52 年 
（2040 年） 

平成 72 年 
（2060 年） 

総人口 100 91.9 84.6 76.8 68.9 61.3 53.9 31.2 

年少人口 100 89.5 78.5 68.2 57.9 49.4 43.4 24.4 

生産年齢人口 100 86.1 75.3 66.8 58.9 51.4 43.4 24.0 

高齢者人口 100 108.3 111.6 107.0 100.4 92.7 86.5 53.4 

人口減少段階 第１段階 第２段階 第３段階 
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（４）シミュレーション分析 

将来人口に及ぼす自然増減・社会増減の影響度分析を行うため、稚内市独自仮定によ

る推計結果を用いて以下のシミュレーションを行いました。 

 

◆基準となる推計 

平成 26（2014）年 10 月１日の人口を基準とした稚内市独自仮定による推計。 

 

◆シミュレーション１（出生率上昇） 

合計特殊出生率が平成 42（2030）年まで 1.8、平成 52（2040）年までに人口

置換水準（人口を長期的に一定に保てる水準である 2.07）まで上昇したと仮定し

た場合。 

 

◆シミュレーション２（理想出生率） 

合計特殊出生率が平成 27（2015）年に直ちに人口置換水準まで上昇したと仮定

した場合。 

 

◆シミュレーション３（純移動率均衡） 

平成 27（2015）年から人口移動が均衡すると仮定した場合。 

 

◆シミュレーション４（出生率上昇＋純移動率均衡） 

合計特殊出生率はシミュレーション１と同じ、人口移動はシミュレーション３と同

じと仮定した場合。 

 

◆シミュレーション５（理想出生率＋純移動率均衡） 

合計特殊出生率はシミュレーション２と同じ、人口移動はシミュレーション３と同

じと仮定した場合。 
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■年齢３区分別割合の各シミュレーション結果比較 

  

平成 22 年 

（2010 年） 

平成 27 年 

（2015 年） 

平成 32 年 

（2020 年） 

平成 37 年 

（2025 年） 

平成 42 年 

（2030 年） 

平成 47 年 

（2035 年） 

平成 52 年 

（2040 年） 

平成 72 年 

（2060 年） 

稚内市独自仮定

による推計 

総人口（人） 39,595 36,384 33,478 30,402 27,295 24,256 21,349 12,369 

年少人口(%) 12.1% 11.8% 11.3% 10.8% 10.2% 9.8% 9.8% 9.5% 

生産年齢人口(%) 63.5% 59.4% 56.5% 55.2% 54.2% 53.3% 51.1% 48.8% 

高齢者人口(%) 24.4% 28.8% 32.2% 34.0% 35.6% 36.9% 39.2% 41.7% 

75 歳以上人口(%) 11.5% 13.8% 15.8% 19.2% 21.7% 22.3% 22.5% 26.2% 

シミュレーション１

（出生率上昇） 

総人口（人） 39,595 36,387 33,554 30,639 27,743 24,942 22,286 14,039 

年少人口(%) 12.1% 11.8% 11.5% 11.5% 11.6% 12.0% 12.8% 14.2% 

生産年齢人口(%) 63.5% 59.4% 56.4% 54.8% 53.4% 52.0% 49.6% 49.1% 

高齢者人口(%) 24.4% 28.8% 32.2% 33.8% 35.0% 35.9% 37.5% 36.7% 

75 歳以上人口(%) 11.5% 13.8% 15.8% 19.1% 21.3% 21.7% 21.6% 23.1% 

シミュレーション２

（理想出生率） 

総人口（人） 39,595 36,500 34,141 31,486 28,704 25,934 23,235 15,160 

年少人口(%) 12.1% 12.1% 13.0% 13.8% 14.3% 13.8% 14.0% 15.1% 

生産年齢人口(%) 63.5% 59.2% 55.4% 53.3% 51.9% 51.6% 50.0% 50.8% 

高齢者人口(%) 24.4% 28.7% 31.6% 32.8% 33.8% 34.5% 36.0% 34.0% 

75 歳以上人口(%) 11.5% 13.7% 15.5% 18.6% 20.6% 20.8% 20.7% 21.4% 

シミュレーション３

（純移動率均衡） 

総人口（人） 39,595 36,754 35,632 34,149 32,419 30,534 28,546 21,476 

年少人口(%) 12.1% 11.9% 11.5% 11.0% 10.4% 10.0% 10.2% 10.6% 

生産年齢人口(%) 63.5% 59.4% 56.8% 55.9% 55.3% 54.8% 53.0% 54.5% 

高齢者人口(%) 24.4% 28.7% 31.7% 33.2% 34.3% 35.1% 36.8% 35.0% 

75 歳以上人口(%) 11.5% 13.8% 15.6% 18.6% 20.6% 21.0% 21.0% 22.8% 

シミュレーション４

（出生率上昇＋純

移動率均衡） 

総人口（人） 39,595 36,757 35,711 34,412 32,952 31,420 29,881 24,899 

年少人口(%) 12.1% 11.9% 11.7% 11.6% 11.8% 12.3% 13.3% 15.5% 

生産年齢人口(%) 63.5% 59.4% 56.6% 55.5% 54.4% 53.5% 51.5% 54.3% 

高齢者人口(%) 24.4% 28.7% 31.7% 32.9% 33.8% 34.1% 35.2% 30.2% 

75 歳以上人口(%) 11.5% 13.8% 15.6% 18.5% 20.3% 20.4% 20.1% 19.6% 

シミュレーション５

（理想出生率＋純

移動率均衡） 

総人口（人） 39,595 36,871 36,311 35,351 34,125 32,784 31,395 27,146 

年少人口(%) 12.1% 12.2% 13.2% 14.0% 14.5% 14.2% 14.5% 16.4% 

生産年齢人口(%) 63.5% 59.3% 55.7% 54.0% 52.9% 53.1% 52.0% 55.9% 

高齢者人口(%) 24.4% 28.6% 31.1% 32.0% 32.6% 32.7% 33.5% 27.7% 

75 歳以上人口(%) 11.5% 13.7% 15.4% 18.0% 19.6% 19.5% 19.1% 18.0% 
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■シミュレーションの比較（平成 22 年の総人口を 100 として指数化） 
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（５）人口動態への影響度 

将来の人口動態への影響を分析するにあたり、基準となる稚内市独自仮定による推計

とシミュレーション２（理想出生率）の比較により自然増減への影響度を計算します。 

また、稚内市独自仮定による推計とシミュレーション３（純移動率均衡）の比較によ

り社会増減の影響度を計算します。 

 

◆自然増減の影響度 

シミュレーション２（理想出生率）により出生率の上昇が人口増にどの程度影響を不

えるか計算します。 

自然増減の影響度（Ｘ1）＝シミュレーション２における平成 72（2060）年の総人口 

／稚内市独自仮定による推計における平成 72（2060）年の総人口 

◆社会増減の影響度 

シミュレーション３（純移動率均衡）により転入・転出が均衡した場合に人口増にど

の程度影響を不えるか計算します。 

社会増減の影響度（Ｘ2）＝シミュレーション３における平成 72 年（2060）の総人口 

／稚内市独自仮定による推計における平成 72 年（2060）の総人口 

 

人口動態への影響度は、自然増減・社会増減それぞれ以下の５段階に分類します。 

自然増減の影響度 社会増減の影響度 

１ Ｘ1＝100%未満 １ Ｘ2＝100%未満 

２ Ｘ1＝100～109% ２ Ｘ2＝100～119% 

３ Ｘ1＝110～119% ３ Ｘ2＝120～139% 

４ Ｘ1＝120～129% ４ Ｘ2＝140～159% 

５ Ｘ1＝130%以上の増加 ５ Ｘ2＝160%以上の増加 

 

上記計算式による影響度は以下の通りとなります。 

分類 影響度の計算 影響度 

自然増減 
Ｘ1＝シミュレーション 2（理想出生率）の総人口 

÷稚内市独自仮定による推計の総人口 
＝15,160÷12,369＝123% 

４ 

社会増減 
Ｘ2＝シミュレーション 3（純移動率均衡）の総人口 

÷稚内市独自仮定による推計の総人口 
＝21,476÷12,369＝174% 

５ 

 

出生率上昇による自然増減への影響は「４（120～129％）」、純移動率均衡による社

会増減への影響は「5（160%以上の増加）」となり、本市の人口減少対策としては、転

入・転出への対策の方が影響が大きいと考えられます。 
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３．地域に不える影響の分析 

（１）地域生活への影響 

日常生活を送るために必要な各種サービスは、一定の人口規模のうえに成り立って

おり、今後人口減少の進展によって小売り・飲食・娯楽等のサービス産業の撤退が進

む可能性があり、生活に必要な商品やサービスを入手することが困難になるなど、日

常生活が丌便になることが考えられます。また、福祉の面においても、医療サービス

の低下や子育て環境への影響が懸念されます。 

バス・鉄道などの公共交通機関においては、利用者の減少に伴う運行本数の削減や

路線の縮小・廃止が予想され、公共交通機関による移動を必要とする高齢者等に大き

な影響を不えると考えられます。 

また、人口減少は地域コミュニティの機能の低下に影響を不えると予想され、町内

会や自治会といった住民組織の担い手が丌足し共助機能が低下するほか、地域住民に

よって構成される消防団の団員数の減少は、地域の防災力を低下させる懸念がありま

す。 

 

（２）教育環境への影響 

総人口の減少および少子化の進展とともに、児童数および生徒数は今後も減少する

ことが予想されます。地域によっては、各学年および各クラスの児童・生徒数の維持

が難しくなる可能性もあり、クラス数の削減等の対応が必要になると考えられます。 

また、少子化の状況によっては、複数学年が同一クラスとなる複式学級や学校統廃

合の可能性を視野に入れ、児童・生徒にとってより良い教育環境を提供するための検

討が必要となると考えられます。 

 

（３）高齢者福祉への影響 

高齢者人口は 65 歳以上全体でみると平成 32（2020）年まで増加すると推計され

ており、65～74 歳の人口は平成 32（2020）年をピークに以降は減少しますが、

75 歳以上の人口は増加傾向が継続し、平成 42（2030）年頃にピークを迎えると予

想されます。 

要支援・要介護認定者は 75 歳以上における認定率が高く、要支援・要介護認定者

数は平成 42（2030）年頃まで増加傾向にあると考えられるため、今後は在宅介護お

よび在宅医療の充実が課題となります。また、今後増加すると考えられる認知症高齢

者への対応は、市としての対応はもちろんのこと、地域における見守り体制の充実が

必要となってきます。 
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（４）産業への影響 

生産年齢人口の減少や高齢化の進展とともに、本市の各業種の就業者数は今後減少

していくことが予測されます。本市の現在の産業形態が今後も続き、各産業の就業者

数は生産年齢人口に比例すると仮定した場合、平成 72（2060）年には平成 22（2010）

年の 1/4 程度になると推測されます。 

また、本市の基幹産業である漁業をはじめ高齢化が懸念される産業もあり、生産年

齢人口の減少と高齢化の進み具合によっては、将来的に維持・存続させることが難し

くなる産業が出てくる可能性もあります。 

 

（５）財政への影響 

本市の普通会計の歳入の柱となる個人市民税は、主に 20 歳以上の市民の皆さんに

担っていただいており、将来の生産年齢人口や高齢者人口の減少に伴って個人市民税

の税収は減少が見込まれています。 

一方、歳出の状況をみると、扶助費（社会保障費）は高齢化の進行に伴って増加す

ることが予測されています。 

個人市民税および法人市民税は、人口規模だけでなく各産業の景気動向や各法人・

個人の収益状況によって変化するため、今後、生産年齢人口減による税収減を抑制す

るためには、本市の産業振興や雇用促進および収益力のある新規事業の創出などが課

題となります。 

 

（６）公共施設への影響 

本市が保有している公共施設は、高度成長期を背景として市民サービスの向上を図

るため、教育施設・文化施設・体育施設など昭和 40 年代後半から昭和 50 年代にか

けて建てられた施設が多く存在しています。 

今後これらの施設は、耐用年数の関係から更新の時期を迎えることになり、建て替

え、大規模改修などによって、財政に大きな影響を及ぼすと考えられます。 

将来的に人口が減少することが見込まれている中、公共施設の利用状況や地域にお

ける拠点性などを考慮しながら、今後は、市内における公共施設の最適配置のあり方

を検討するとともに、施設を計画的に更新・改修していくための長期計画策定や、維

持・修繕費用のさらなる削減を検討していく必要があります。 
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第４章 稚内市の将来展望 

 

１．目指すべき将来の方向 

（１）現状と課題の整理 

日本の人口減少は、平成 20（2008）年に始まりましたが、本市の人口減少はそれ

よりも 30 年以上前、今から 40 年前の昭和 50（1975）年から始まっています。 

国の「まち・ひと・しごと創生長期ビジョン」では、人口減少を大きく分けると 3 段

階でみることができるとされており、「第１段階」は、年少人口は減少するが高齢者人

口は増加する時期、「第２段階」は、年少人口の減少が加速するとともに、高齢者人口

が維持から微減へと転じる時期、「第３段階」は、年少人口の減少が一層加速し、高齢

者人口も減少していく時期となっています。 

本市では、年少人口は減少していますが、高齢者人口は増加を続けているため、「第

１段階」にいるようにみえますが、実際は若い世代の都市部への流出等により、年少人

口の減少は、すでに加速度的に進行している状況にあり、さらに、これから 5 年後には、

これまで増加し続けてきた高齢者人口も、減少に転じることが予想され、本格的に人口

が急減する「第２段階」、「第３段階」に入ってくると見込まれています。 

本市の人口減少は、社会減と自然減の両方を要因としているため、人口減少に歯止め

をかけるためには、この両面から対策を講じていくことが必要丌可欠です。 

社会減については、ほとんどの年代において、転出が超過している状況となっていま

すが、特に 10 代後半の世代においては、進学や就職等の理由から大幅な転出超過とな

っていることから、一度本市から離れた人たちが、本市に戻りやすい環境づくりを進め

るなど、U ターンをいかに促進していくかが今後の課題となります。 

また、高齢者や子育て世代にとっては、医療体制等の住環境に対する丌安から、都市

部へ転出する人も少なくない状況にあるため、今後は地域医療をはじめとした住環境の

充実に向けた取組みを、より一層進めていく必要があります。 

自然減については、近年、全国的に晩婚化と非婚化が進んでおり、本市においても例

外ではなく、出生率低下の要因の一つともなっています。結婚や出産は、あくまでも個

人の意思に基づくものであることを基本としつつ、結婚して子どもを産み育てたいとい

う人たちの希望をかなえるため、結婚・妊娠・出産・子育てに対する切れ目のない支援

策を、これまで以上に充実していく必要があります。 

社会減・自然減を抑制するためには、これらの取組みと併せて、産業の振興とそれに

伴う雇用の創出・確保が重要となります。安定した収入を確保できる「しごと」がある

ことにより、転出者の抑制や若者の還流に繋がり、さらには、若い世代が理想の子ども

数を安心して産み育てることができます。 
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本市には、国内有数の風況がもたらす風力発電のポテンシャルや、北海道とサハリン

州を結ぶサハリン定期航路など、大きな可能性を秘めた優れた地域資源・特性が存在し

ます。本市の産業のさらなる発展のためには、これらを有効的かつ積極的に活用した取

組みを、関係団体等とこれまで以上に連携を密にして、進めていく必要があります。 

さらに、宗谷管内唯一の高等教育機関である「稚内北星学園大学」も本市にとって、

重要な地域資源の一つであります。本大学では、教育のみならず、まちの賑わいづくり

のため、地域と密着した活動を行うなど、本市のまちづくりにとって、なくてはならな

い存在であります。今後は、若者が定着する拠点として、重要な役割を果たしている本

大学のさらなる活用を目指して、連携を強化しながら取組みを進めていきます。 

構造的な課題である人口減少問題を解決するためには長期間を要します。本市では、

これまでも人口減少に歯止めをかけるため、産業振興施策や子育て施策などに精力的に

取り組んできましたが、人口減少問題は行政のみで解決できる問題ではないことから、

今後は、地域がこれまで以上に一丸となった取組みを進めるとともに、国や北海道・周

辺市町村との連携をより一層強化し、待ったなしの課題である人口減少の克服に向けた

取組みを加速させていきます。 
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（２）将来に向けての基本方針 

１．風力エネルギーやサハリン定期航路など、地域の資源・特性を活かした産業振興に

より、安定した就労の場を創出し、就職を理由とした転出の抑制を図るとともに、

進学等により転出した若者の U ターン促進を目指す。 

２．地域の優れた魅力や特色を広く発信し、観光等による交流人口の増加や、移住者の

受入等による転入者の増加を目指すとともに、若者が定着する拠点として稚内北星

学園大学のさらなる活用を目指す。 

３．若い世代が結婚し、理想の子ども数を安心して産み育てられるよう、結婚・妊娠・

出産・子育てに対する切れ目のない支援を行い、出生率の向上を目指す。 

４．将来にわたって、だれもが安全で安心して住み続けられるよう、地域医療をはじめ

とした住環境や教育環境の充実を図り、定住人口の増加を目指す。 

 

 

２．人口の将来展望 

（１）総人口の目標値 

将来に向けての基本方針およびシミュレーションの結果から、人口推計を行うにあた

っての条件を下記に定め、目標とする人口の推計を行いました。 

■目標人口推計の条件 

◆基準人口・将来の生存率・将来の 0-4 歳性比 

稚内市独自仮定による推計と同じ。 

◆合計特殊出生率 

基本方針に基づき、出生率向上に向けた取組みを行い、2040 年までに出生率を

「2.10」に向上させる。 

 （2020 年→1.60、2030 年→1.80、2040 年→2.10） 

 

◆将来の純移動率 

基本方針に基づき、転入者の増加、転出者の減少に向けた取組みを行い、社会減を抑

制させる。 

 （UＩターン等による転入増を一定数見込むとともに、2015 年の転出超過分の純

移動率を 2030 年まで定率で縮小させる。） 
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人口推計の結果から、平成 72（2060）年における総人口を 20,000 人以上     

確保することを目標として、将来に向けての基本方針を通じて人口減少対策を推進して

いくこととします。 

 

■将来人口の推移 

 

 

■年齢３区分別人口割合の推移 
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■総人口の比較 

 

 

■年少人口の比較 
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■生産年齢人口の比較 

 
 

 

■高齢者人口の比較 
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（２）就学前児童、小学生および中学生の人数の展望 

稚内市独自仮定による推計（推計値）は、就学前児童、小学生および中学生の人数

を平成 26（2014）年と比較すると、平成 72（2060）年には約 25%まで減少す

る見込みでしたが、目標人口（目標値）では約 70%まで減少が抑えられます。 

 

■就学前児童、小学生および中学生の人数（推計値） 

 

 

■就学前児童、小学生および中学生の人数（目標値） 
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（３）就業者数の展望 

本市の現在の産業形態が今後も続き、各産業の就業者数は生産年齢人口に比例する

と仮定した場合、平成 22（2010）年と比べて、稚内市独自仮定による推計（推計値）

は平成 72（2060）年には就業者数が約 25%まで減少する見込みとなっています。 

目標人口（目標値）では、生産年齢人口が多くなることにより就業者数の減少は約

44%まで抑えられると考えられます。 

 

■第１次産業就業者数（推計値） 

 

■第１次産業就業者数（目標値） 
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■第２次産業、第３次産業就業者数の推計（推計値／主要業種のみ） 

 

 

■第２次産業、第３次産業就業者数の推計（目標値／主要業種のみ） 
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